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一
般
質
問
　

　
　
　
中
村
れ
い
子

大
規
模
災
害
に
備
え
た
対
策
を

　

今
年
、
６
月
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
記
録
的
な
熱
波
が
襲
い
ま
し

た
。
長
引
く
干
ば
つ
に
よ
っ
て
、
大
規
模
な
森
林
火
災
が
発
生
し
、

農
作
物
に
も
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
激
し
い
雨
が

降
り
、
内
水
被
害
の
危
険
性
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
が
災
害
を
大
規
模
に
し
、
回
数

も
増
や
し
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
を
抑
え
る
た
め
に
C
O
２
の

削
減
が
必
要
で
す
。

　

た
か
つ
き
地
球
温
暖
化
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
目
標
な
ど
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
の
目

標
は
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
46
％
削
減
、
２
０
３
５
年
度
に
60
％

削
減
、
２
０
４
０
年
度
ま
で
に
73
％
削
減
で
、
高
槻
市
も
国
と
同

じ
目
標
に
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
９
月
２
日
に
発
表
さ
れ
た
「
国
連
環
境
計
画
」
は
数

年
で
産
業
革
命
か
ら
地
球
の
平
均
気
温
が
1.5
度
上
昇
し
、
1.6
度
、

1.7
度
に
し
な
い
た
め
に
各
国
が
現
状
の
対
策
を
超
え
る
「
前
例
の

な
い
行
動
」
を
と
る
こ
と
が
重
要
と
し
て
い
ま
す
。
国
の
目
標
は

国
連
の
報
告
書
が
出
る
１
年
半
前
に
つ
く
っ
た
目
標
で
十
分
と
は

言
え
ま
せ
ん
。

　

中
村
議
員
は
高
槻
市
で
再
エ
ネ
１
０

０
％
の
自
治
体
を
目
指
す
た
め
に
、
市
の

考
え
を
明
確
に
す
る
地
球
温
暖
化
防
止

条
例
の
制
定
を
求
め
、「
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
目
標
を
国
基
準
以
上
に
引
き
上
げ

る
考
え
は
な
い
の
か
」と
質
問
。
市
は「
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
も
国
等
の
計
画

と
整
合
を
図
り
な
が
ら
設
定
す
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。
中
村
議
員
は
「
各
自

治
体
が
国
以
上
の
目
標
を
持
ち
、
そ
の

達
成
に
向
け
努
力
す
る
こ
と
が
気
候
危

機
に
歯
止
め
を
か
け
ら
れ
る
」
と
主
張

し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
中
村
議
員
は
一
人
ひ
と

り
が
努
力
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要

と
指
摘
。
質
問
の
な
か
で
、
市
民
向
け
の

太
陽
光
電
の
設
置
補
助
の
要
件
に
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
も

補
助
対
象
に
な
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
市
民
が
協
力
し
て
発
電
に

取
り
組
む
「
市
民
共
同
発
電
所
」

へ
の
初
期
費
用
な
ど
に
補
助
を
す

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

地
方
自
治
体
の
役
割

格
差
是
正
へ
、責
任
を
果
た
せ

地
方
自
治
体
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役
割

格
差
是
正
へ
、責
任
を
果
た
せ

　

中
村
議
員
は
こ
の
間
の
被
災
地
で
の
劣
悪
な
避
難
所
の
状
況
と
、

人
道
憲
章
と
人
道
支
援
に
お
け
る
最
低
基
準
で
あ
る
通
称「
ス
フ
ィ

ア
基
準
」
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、「
今
後
、
ス
フ
ィ
ア
基
準
に
基
づ

く
環
境
整
備
に
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
の
か
」
と
質
問
。
市
は
「
ス

フ
ィ
ア
基
準
を
参
考
に
避
難
所
の
環
境
改
善
に
取
り
組
む
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。
中
村
議
員
は
「
イ
タ
リ
ア
で
は
、
国
が
地
方
と
連

携
を
し
、災
害
発
生
後
48
時
間
以
内
に
必
要
な
ト
イ
レ
、キ
ッ
チ
ン
、

ベ
ッ
ド
な
ど
が
提
供
さ
れ
る
。
国
と
自
治
体
が
一
体
と
な
っ
た
対
策

が
必
要
だ
」
と
避
難
所
の
環
境
改
善
、
規
模
の
大
き
い
災
害
に
備
え

る
た
め
に
公
共
施
設
へ
の
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
（
フ
ィ
ル
ム

型
、
ガ
ラ
ス
型
）
設
置
の
検
討
を
求
め
ま
し
た
。

積
極
的
な

温
暖
化
対
策
求
め
る

　

自
治
体
の
役
割
の
一
つ
は
、
所
得
の
格
差
を
埋
め
る
こ
と
で
す
。

中
村
議
員
は
「
市
民
が
負
担
し
た
税
金
の
黒
字
分
な
ど
は
市
民
の

所
得
の
差
を
埋
め
る
よ
う
な
施
策
が
必
要
だ
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

市
は
「
水
道
料
金
基
本
料
の
無
償
化
や
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
発
行
な
ど
市
独
自
の
経
済
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
引
き
続
き
、

市
民
生
活
に
寄
り
添
っ
た
施
策
の
充
実
に
取
り
組
む
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。
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先
天
的
に
障
害
の
あ
る
場
合
は
ゆ
っ
く
り
成
長
し
、
青
年
期
も

社
会
性
の
獲
得
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
が
進
み
ま
す
。
特

別
支
援
学
校
高
等
部
の
卒
業
後
に
学
習
を
継
続
す
る
場
と
し
て
特

別
支
援
学
校
高
等
部
の
「
専
攻
科
」
が
あ
り
ま
す
が
、
知
的
障
害

の
あ
る
生
徒
の
専
攻
科
は
全
国
で
10
校
の
み
で
す
。
大
阪
府
内
の

知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
に
は
「
専
攻
科
」
は
設
置
さ
れ
て
お
ら

ず
、
自
立
訓
練
事
業
を
活
用
し

た
「
学
び
の
場
」
も
府
内
16
カ

所
に
留
ま
り
ま
す
。

　

昨
年
８
月
、
障
害
者
や
家
族

ら
が
大
阪
府
に
提
出
し
た
要
望

書
で
は
、
支
援
学
校
高
等
部
に

専
攻
科
を
設
置
す
る
こ
と
で
府

内
高
校
と
支
援
学
校
高
等
部
の

進
学
率
の
格
差
是
正
を
要
求
。

さ
ら
に
、
福
祉
型
専
攻
科
な
ど

の
実
態
把
握
を
進
め
、
高
等
部

卒
業
後
の
教
育
年
限
延
長
や
生

涯
学
習
の
充
実
を
求
め
て
い
ま

す
。 特

別
支
援
学
校
高
等
部
卒
業
後
の

進
路
に
つ
い
て

特
別
支
援
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卒
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い
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日
本
自
閉
症
協
会
が
今
年
５
月
に
実
施
し
た
18
歳
以
上
の
保
護

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、「
18
歳
の
壁
を
感
じ
た
」
と
76
％
の
人

が
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
は
18
歳
ま
で
は
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
い
て
支
援
を
受

け
ら
れ
ま
す
が
、
18
歳
に
な
る
と
障
害
者
総
合
支
援
法
へ
と
移
行

し
ま
す
。
居
場
所
や
余
暇
活
動
の
機
会
な
ど
、
本
人
を
支
え
る
環

境
も
限
ら
れ
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

18
歳
以
降
は
、
一
般
的
に
福
祉
就
労
や
生
活
介
護
に
通
所
す
る

場
合
、
多
く
の
作
業
所
は
15
時
頃
に
は
終

了
し
ま
す
。
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
は
18
歳
ま
で
の
た
め
、
保
護
者
は
就

労
を
あ
き
ら
め
る
か
、
時
間
を
短
縮
す
る

か
の
対
応
を
迫
ら
れ
ま
す
。

　

18
歳
の
壁
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
な

制
度
の
拡
充
が
必
要
で
す
。

子
ど
も
の
権
利
と
S
N
S

子
ど
も
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権
利
と
S
N
S

一
般
質
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き
よ
た
純
子

９月
議会

自立訓練事業を活用した「学びの場」
　単なる訓練にとどまらず、教科学習、教養講座、創作
活動、調理実習、軽作業や就労に向けた基礎訓練などを
行い、社会参加への自信を育みます。事業所ごとに訓練
内容やアプローチの特色が異なります。
利用期間は原則２年ですが、２年で成果が得られず、改
善効果が具体的に見込まれる場合利用期間の延長が認め
られます。

１
８
歳
の
壁

　

国
立
病
院
機
構
久
里
浜
医
療
セ
ン
タ
ー
が
２
０
２
６
年
２
月
に

公
表
し
た
「
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
使
用
と
生
活
習
慣
に
関
す
る
実
態

調
査
」
で
は
、
10
代
の
約
７
％
に
S
N
S
な
ど
の
病
的
使
用
の

疑
い
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

高
槻
市
に
求
め
た
こ
と

【
小
中
学
校
】

　

２
０
２
６
年
度
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
で
中
３
の
49
・
１
％
、
小

６
の
37
・
３
％
が
S
N
S
や
動
画
視
聴
に
１
日
３
時
間
以
上
費

や
し
、
長
時
間
の
利
用
ほ
ど
各
教
科
の
正
答
率
が
低
い
傾
向
が
判

明
し
ま
し
た
。
高
槻
市
教
育
委
員
会
は
高
槻
市
で
も
同
様
の
傾
向

が
見
ら
れ
た
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
「
情
報
モ
ラ
ル
教
育
」
は
ネ
ッ
ト
依
存
や
ト
ラ
ブ

ル
の
回
避
と
い
っ
た
「
使
い
方
へ
の
注
意
や
制
限
」
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。「
ネ
ッ
ト
で
心
な
い
攻
撃
に
あ
っ
た
」
な
ど
、
子
ど
も
の

感
じ
て
い
る
問
題
か
ら
出
発
し
、
基
本
的
人
権
を
基
軸
と
し
た
「
デ

ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
」
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
学
校

で
の
端
末
利
用
の
あ
り
方
を
見
直
す
こ
と
な
ど
提
案
し
ま
し
た
。

高
齢
者
福
祉
専
門
分
科
会

高
齢
者
福
祉
専
門
分
科
会

　

10
月
６
日
、
高
齢
者
福
祉
専
門
分
科
会
に
き
よ
た
議
員
が
出
席

し
ま
し
た
。
来
年
４
月
か
ら
改
定
に
な
る
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
計
画
の
骨
子
案
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に
つ
い
て
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
理
由
は
何
で
す
か
」

と
の
問
い
に
対
し
て
、「
現
状
で
は
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
ほ
ど

の
状
態
で
は
な
い
」
が
45
・
６
％
と
最
多
で
す
。

　
「
利
用
料
を
払
う
の
が
難
し
い
」
が
前
回
調
査
の
３
％
か
ら
今

回
は
５
・
６
％
と
増
え
ま
し
た
。
き
よ
た
議
員
「
介
護
利
用
料
の

負
担
が
で
き
な
く
て
、
介
護
保
険
の
利
用
を
控
え
る
実
態
が
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
、高
槻
市
の
考
え
」を
質
問
。
市
は「『
本
人
に
サ
ー

ビ
ス
利
用
の
希
望
が
な
い
』
は
２
・
７
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
お
り
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
理
由
は
様
々
な
も
の
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
き
よ
た
議
員
は
「
こ

の
間
、
利
用
者
負
担
は
２
０
１
５
年
に
一
部
の
高
齢
者
に
２
割
負

担
を
導
入
し
、
そ
の
他
も
２
０
２
１
年
の
補
足
給
付
の
要
件
見
直

し
で
、
確
実
に
利
用
者
負
担
は
増
え
て
い
る
。
実
際
に
利
用
料
の

負
担
が
で
き
な
く
て
利
用
を
控
え
て
い
る
と
い
う
人
が
い
る
こ
と

に
、
も
っ
と
心
を
寄
せ
る
べ
き
だ
」
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

在
宅
介
護
実
態
調
査
に
つ
い
て
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